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新しい尿漏れ治療薬

• オピオイドμ受容体作動薬は、腹圧上昇時に誘発される尿道
閉鎖反射を脊髄レベルで増強し、尿道反射圧を上昇させるこ
とで腹圧性尿失禁を抑制

• 治療が困難とされる内尿道括約筋不全（ISD）モデルに対し
ても効果を確認

本技術は、腹圧性尿失禁（いわゆる尿漏れ）に対する新しいアプローチとして、脊髄に存
在するオピオイドμ受容体を刺激することで尿道括約筋の収縮力を高める治療法である。
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• せき
• くしゃみ
• 重い荷物を持つ

• 妊娠・出産による
骨盤底筋の衰え

• 尿道括約筋の衰え

ラットへ選択的オピオイドμ受容体作動薬を投与した場合
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選択的オピオイドμ受容体作動薬例

DAMGO、コデイン、トラマドール、オキシコドン、フェンタニル、
メサドン、ダペンタドールなど
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腹圧の上昇

尿道反射圧の低下

腹圧性尿失禁（SUI）は、国内の40歳以上の女性の約40%が罹患していると推計されており、
生活の質（QOL）を著しく低下させる疾患である。しかし、潜在的な患者数に対し実際の受診
率は約5%に留まる。軽症例には骨盤底筋体操、重症例には手術が選択されるが、内尿道括約筋
不全（ISD）を伴う中等症例等への有効な薬物療法は極めて限定的であった。
発明者は、鎮痛薬トラマドールの作用機序を解析し、脊髄中枢のオピオイドμ受容体が治療

ターゲットであることを発見した。本技術は、腹圧上昇時のみ特異的に尿道閉鎖圧を増強させ、
副作用を抑えつつ、手術を回避したい中等症患者やISD症例に対する新たな治療選択肢となる
ことが期待される。

～脊髄オピオイドμ受容体を標的とした腹圧性尿失禁治療～
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